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2/10　本所会議室第 1回広酪飼料利用推進委員会

■
委
員
長
に
角か
ど

　
康や
す
は
る晴
氏
を
選
任

■
組
合
員
利
用
が
第
一

　
安
価
で
良
質
な
飼
料
製
造
を
目
指
す

■
ラ
ッ
プ
T
M
R
の
品
質
は
「
良
好
」

　

山
本
武
組
合
長
は
、
委
員
十
四
名

の
内
十
二
名
の
出
席
を
受
け
て
、
第

一
回
広
酪
飼
料
利
用
推
進
委
員
会
を

開
催
し
た
。

協
議
一

委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
選
任

▼
互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
角
康
晴

氏
、
副
委
員
長
に
西
平
孝
治
氏
を
選

任
。

協
議
二

赤
城
酪
連
T
M
R
セ
ン
タ
ー
製
造
実
態

の
視
察
報
告（
ビ
デ
オ
放
映
、
同
セ
ン

タ
ー
製
造
の
ラ
ッ
プ
T
M
R
飼
料
の
開

封
実
演
及
び
そ
の
品
質
評
価
）

▼
委
員
は
、
取
り
寄
せ
た
ラ
ッ
プ
T
M
R
飼

料
を
も
っ
て
開
封
の
実
演
を
見
学
し
、
品
質

や
発
酵
程
度
等
を
確
認
し
、
①
品
質
安
定
の

面
で
は
コ
ン
ビ
ラ
ッ
プ
の
方
が
良
い
、
②
醗

酵
ラ
ッ
プ
T
M
R
の
取
り
扱
い
は
分
か
ら
な

い
が
醗
酵
状
態
や
臭
気
等
は
良
い
、
③
ド
ラ

イ
タ
イ
プ
は
販
売
し
な
い
方
が
良
い
と
す
る

意
見
も
あ
っ
た
が
、
品
質
、
状
態
等
は
概
ね

「
良
好
」と
し
た
。
ま
た
、委
員
数
人
か
ら「
開

封
後
の
ラ
ッ
プ
T
M
R
飼
料
を
持
ち
帰
り
、

早
速
、
乳
用
牛
に
給
与
し
た
と
こ
ろ
、
飛
び

つ
く
よ
う
に
食
べ
た
。
嗜
好
性
が
高
い
」と

好
印
象
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

協
議
三

T
M
R
製
品
の
製
造
方
法
及
び
製
造
メ

ニ
ュ
ー

▼
T
M
R
セ
ン
タ
ー
の
統
合
構
想
に
基
づ
き

現
在
製
造
す
る
二
十
品
目
を
、
統
合
後
は

十
三
品
目（
前
期
、
中
期
、
後
期
、
ド
ラ
イ

タ
イ
プ
、
移
行
期
用
等
）に
削
減
す
る
提
案

を
も
っ
て
検
討
し
た
が
、「
も
っ
と
集
約
が

可
能
で
は
な
い
か
」と
の
意
見
を
受
け
て
継

続
審
議
扱
い
と
し
た
。

▼
ま
た
、
二
十
三
年
度
の
夏
に
か
け
て
行
っ

た
移
行
期
T
M
R
試
験
の
中
間
報
告
を
行

い
、
周
産
期
病
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
点
で

は
、
概
ね
「
良
好
」と
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

協
議
四

購
買
重
点
品
目
の
選
定

▼
推
奨
十
三
品
目
を
選
定
し
、
販
売
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

①
広
酪
製
造
飼
料

②
系
統
配
合
飼
料

③
広
酪
リ
ン
カ
ル
ペ
レ
ッ
ト

④�

HR
一
〇
一
四
C

⑤
カ
ウ
ラ
イ
ザ
ー
V
Ⅲ

⑥
快
肝

⑦�

カ
ー
ブ
エ
イ
ド
N
E
O

ラップ TMR飼料の開封実演と取り出し作業の様子

⑧
エ
ス
カ
リ
ウ

⑨�

ホ
ワ
イ
ト
D

⑩
ベ
ッ
セ
ル
タ
オ
ル

⑪
ベ
ッ
セ
ル
ク
リ
ー
ナ
ー

⑫�

カ
ウ
ト
レ
ー
ナ
ー

⑬
カ
ー
フ
ト
ッ
プ
EX

　

そ
の
他
、
最
近
の
酪
農
情
勢
並
び
に
平
成

二
十
三
年
度
購
買
利
用
進
捗
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
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3/5　広酪本所会議室広島県との酪農振興に係る意見交換会

第 2回生産基盤強化対策委員会

広
島
県
の
酪
農
再
生
に
向
け
て

県
・
畜
技
C
・
広
酪
の
三
者
で
意
見
交
換

　

開
会
に
あ
た
り
、
隅
屋
専
務
は
「
過
去
に

県
と
は
密
接
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た

が
、
昨
今
は
希
薄
に
な
っ
て
い
た
。
広
島
県

の
生
乳
生
産
基
盤
は
弱
体
化
傾
向
に
あ
り
、

広
酪
は
将
来
を
見
据
え
、
組
織
と
し
て
使
命

感
を
も
っ
て
課
題
を
整
理
し
取
り
組
む
方
針

の
も
と
、
第
六
次
中
期
三
か
年
計
画
の
実
行

に
向
け
て
粛
々
と
目
標
達
成
に
向
け
努
力
し

て
い
る
。
県
の
農
業
予
算
が
縮
小
傾
向
に
あ

る
中
で
、
効
果
的
な
支
援
と
今
後
の
協
力
を

お
願
い
す
る
」と
有
意
義
な
意
見
交
換
を
求

め
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
、

現
行
取
り
組
む
事
業
や
提
案
、
問
題
提
起
を

行
い
、
こ
れ
に
対
し
て
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

　

組
合
か
ら
は
中
期
計
画
に
掲
げ
る
取
り
組

み
事
項
を
説
明
し
、
T
M
R
セ
ン
タ
ー
の
統

合
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
県
・
畜
技
Ｃ
か
ら

三
つ
の
補
助
事
業
紹
介
、
耕
種
農
家
・
法
人

と
連
携
し
た
W
C
S
を
活
用
し
た
T
M
R
開

発
の
提
案
を
受
け
た
。
そ
の
他
、
受
精
卵
移

植
を
活
用
し
た
農
業
経
営
、
国
の
新
規
就
農

者
に
対
す
る
支
援
体
制
、
ヨ
ー
ネ
病
検
査
の

変
更
、
導
入
牛
・
預
託
牛
等
の
着
地
検
査
等

へ
の
要
望
・
意
見
を
受
け
た
。

　

閉
会
に
あ
た
り
、
尾
上
参
事（
畜
産
課
）は

「
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多
方
面
か
ら
意
見

交
換
が
出
来
た
。
今
後
も
、
広
酪
・
県
・
畜

技
C
が
連
携
し
て
、県
内
酪
農
家
の
た
め
に
、

よ
り
良
い
対
応
が
出
来
る
よ
う
取
り
組
み
た

い
。
こ
れ
ら
の
情
報
と
協
議
が
途
絶
え
る
こ

と
無
く
今
後
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
、
有
意

義
な
意
見
交
換
に
謝
辞
を
述
べ
る
」と
締
め

く
く
っ
た
。

　

意
見
交
換
に
お
い
て
、
具
体
的
取
り
組
み

事
項
は
三
者
の
担
当
窓
口
を
決
め
、
今
後
協

議
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

5つの組合長諮問事項を審議

2/28　本所会議室

　山本武組合長は、第 2回生産基盤強化対策委員会を開催。委員 12名の出席のもとで、組合長からの

5つの諮問事項を協議した。諮問事項は、①平成 24年度生乳計画生産の取り組み、② 3M事業 23 の

実施状況と今後の事業対応の在り方、③平成 24年度衛生的乳質ペナルティ、④平成 24年度乳価構成、

⑤平成24年度酪農振興資金。これら意見は、更に3月16日開催の第4回生産委員会での協議を踏まえ、

同月 22日の第 11回理事会で審議する予定とした。

　
広
酪
は
、
第
六
次
中
期
三
か
年
計

画
に
掲
げ
る
重
点
取
組
事
項
を
強
力

に
進
め
、
広
島
県
の
酪
農
再
生
に
向

け
て
速
度
を
上
げ
て
取
り
組
む
た

め
、
行
政
、
試
験
技
術
機
関
と
の
情

報
交
換
を
行
い
、
広
島
県
農
林
水
産

局
畜
産
課
、
広
島
県
立
畜
産
技
術
セ

ン
タ
ー
か
ら（
畜
技
C
）
八
名
を
迎

え
、
組
合
役
職
員
八
名
と
今
後
の
広

島
県
の
酪
農
振
興
に
向
け
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

県の防疫体制を説明する菊池主任


